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「残念、 残念。 あなた は 運が わるい。 ゆうべ 来る と大 

変に 御馳走が あつたんで すよ」 と、 半 七 老人 は 笑った。 

それ は 四月な かばの うらら かに 晴れた 日であった。 

「まったく 残念でした。 どうして そんなに 御馳走が 

あつたん です」 と、 わたし も 笑いながら 訊いた。 

「と 云って、 おどかした だけで、 実は さんざんの 体で 

引き揚げて 来たんで すよ。 浅蜊 ッ貝を 小一 升と、 木 葉 

のよう な鲽を 三枚、 それで ずぶ濡れ になつ ちゃ あ 

さかなや 

魚屋 も 商売に なりません や。 はは はは は」 



の 返事 をし なかった。 かれは 面白半分に 職人から 突き 

付けられた 酒 や 食い物 を、 ただ 黙って 飲み食い してい 

る だけで あるので、 まわり を 取り巻い ている 人々 も少 

しく 倦き て 来た。 彼 もさす がに 満腹した らしく、 勿論 

なんの 挨拶 もな しに、 諸人の 囲み をぬ けて 又 ふらふら 

と あるき 出した。 

せんぎ 

彼 は それから 何処へ 行った か、 別に 詮議す る もの も 

なかった。 どこの 船で も 午 飯 をす ませて、 再び 潮干狩 

をつ づけて いると、 やがて 夕七ッ (午後 四時) を 過ぎ 

たかと 思う ころに、 かの 男 は 又 ふらふらと あらわれた _ 

かれは 誰に 云う とも 無しに、 遠い 沖の 方 を 指さして 叫 



んだ。 

r ，かくる 潮 かくる， - 

その 声に おどろかされて、 ある 人々 はかれの 指さす 

ひがた 

方に 眼 を やった が、 広い 干潟に 潮の よせてく るよう な 

はんとき 

景色 はみ えなかった。 きょうの 夕 潮までに はま だ 半 刻 

あまりの 間が ある こと は 誰も 知っていた。 かれは 高い 

空 を 指さして 又 叫んだ。 

一 颶風が くる。 天狗が 雲に 乗って くる」 

今度 かれが 指さした の は 沖の 方でなかった。 かれは 

おか あたごやま 

反対に 陸の 方角 を 仰いで、 あたかも 愛宕山 あたりの 空 

を 示して いるので あった。 この 気ち がいじみ た 警告に 



対して、 別に 注意の 耳 を かたむける 人 も 少なかった が、 

それでも 品 川の 海に 馴れて いる 者 は 少しく 不安 を 感じ 

て、 かれの 指さす 方角 をみ かえると、 春の 日の まだ 暮 

れ 切らない 江戸の 空 は 青々 と 晴れて 鎮ま つていた。 

「颶風が くる」 と、 かれは 又 叫んだ。 

天気 晴朗の 日で も 品 川の 海に は 突然 颶風 を 吹き 起す 

ことがある。 船頭た ち は 無論 それ を 知ってい るので、 

この 奇怪な 男の 警告 を 一 概に 笑って 聞き流す わけに も 

行かなかった が、 そうした 恐ろしい 魔風 を 運び出して 

来る らしい 雲の 影 は ど ， J にも 見えな いので、 かれら は 

やはり 油断して いると、 男 はつ づけて 叫んだ。 



「潮が 来る。 颶風が 来る」 

かれの 声 はだん だんに 激して 来た。 かれはい よいよ 

物狂おしい ようになって、 そこら じゅう を龃け まわつ 

て 叫び あるいた。 

r 颶蜀 かくる 潮が くる ，- 

颶風が 襲って 来る のと、 潮が 満ちて 来る のと は、 別 

問題で なければ ならなかった。 それ を 知っている 者 は 

やはり 笑って いたが、 彼 は 諸人の 危急が いま 目の前に 

迫って いるかの ように、 片手に 空 を 指さし、 片手に 沖 

を 指さして、 跳り あがって 叫びつ づけた。 

rwsi かくる I 



愛宕山の 上 かと 思われる あたりに、 たった ひと 摑 みほ 

どの 雲が あらわれ たので ある。 ほかの 船頭 共 も 俄かに 

さわぎ 出した。 かれら も 声 を そろえて、 颶風 だ 颶風 だ 

と 叫んで 触れ まわった。 潮の 退いて いる 海で は あるが、 

それでも 颶風の 声 は 人々 の 胸 を 冷やした。 遠い も 近い 

も 互いに 呼び つれて、 あわただしく 自分た ちの 船へ 引 

き あげよう とする 時、 一陣の すさまじい 風が 突然に 天 

から 吹きお として 来た。 黒い 雲 はちつ とも 動かないで、 

ゆう 日の 沈み 切らない 西の 空 はや はリ 明るく 晴れて い 

るので あるが、 海の 上 に は 眼に 見えな い 風が) J う w J う 

と 暴れ狂って、 足弱な 女子供 はとても 立って はいられ 



て 帰った が、 その あくる 日す ぐに 出直して 来た。 

き 

「親分、 大抵 はわ かりまし たが、 船頭 仲間で 訊いて み 

ましたら、 あの 清 次と いう 野郎 は 今年 二十 一 か 二で、 

これまで 別に 悪い 噂 もなかつ たと 云います」 

「なんにも 道楽 はねえ か」 

「商売が 商売 だから、 酒 も 少し は 飲む、 小 博奕ぐ らい 

は 打つ よう だが、 別に 鼻 をつ ままれ るよう な 忌な こと 

なじみ 

もしね えそう です よ。 品 川の 女に 馴染が あるそう だが 

これ も 若い者の ことでしょう があります めえ」 

ひいき 

「身に ひき くらべて 矗属 をす るな」 と、 半 七 は 笑った _ 

「だが、 まあ、 いいや。 そこまで 判れば 大抵の 見当 は 付 



さ 偶然に こんな こと を 聞き出し たので ある。 しかも そ 

れは ゆうべの ことで、 神 田 川の 網 船屋の 船頭の 千 八と 

いうの がお なじみの 客 をのせ て 隅 田 川の 上の 方へ 夜 網 

に 出た。 客 は 本 郷の湯 島に 屋敷 を かまえて いる 巿瀬三 

四郎 という 旗本の 隠居であった。 あずま 橋 下から だん 

だんに 綾瀬の 方までの ぼって 行った の は 夜 も四ッ (午 

後 十 時) をす ぎた 頃で、 雨 も ひとしき リ小歇 みに なつ 

た。 もちろん 濡れる 覚悟であった から、 客 も 船頭 も 

みの かさ 

蓑 笠 をつ けて いたが、 雨が やんだら し いので 隠居 は 笠 

をぬ いだ。 笠の 下に は 手ぬぐいで 頰か むり をして いた。 

しろうと 

「素人 は 笠 を かぶ つ ている と、 思うよう に 網が 打てな 



る こと を 知る と、 彼 はすぐ に 流そうと した。 

「むかしの 船頭 仲間に は 一 種の 習慣が ありまし てね」 

と、 半 七 老人 はこ こで わたしに 説明して くれた。 「身 

投げの あった 場合に、 それが 女なら ば 引き上げて 助け 

るが、 男なら ば 助けない。 なぜと 云う と、 女 は 気の 狭 

いもの だから 詰まらな いこと にも 命 を 捨てよう とする _ 

死ぬ ほどの ことで もない のに 死のうと する の だから 助 

けて やる が、 男の 方 はそう でない。 男が 死のうと 覚悟 

する からに は、 死ぬ だけの 理窟が あるに 相違ない。 ど 

うしても 生きて いられな いような 事情が あるに 相違な 

い。 いっそ 見殺しに してやる 方が 当人の 為 だ、 と、 ま 



なか だって、 そんな 変な 奴が 幾人 もい る わけの もの 

じゃあね え。 きっとお なじ 奴に 相違ね え。 このあいだ 

の 潮干狩に 出て 来た 奴 も やっぱり それだろう。 だが、 

妙な 奴 だな。 人間の 癖に 水の なかに 棲んで いて、 時々 

に 陸 や 船に あがって くる。 まったく 河童の 親類の よう 

な 奴 だ。 葛&の 源兵衛 堀で も 探して みる かな」 

「ちげ えね え」 と、 幸 次郎も 笑った。 

さ ゆ-つ：；：' 

この頃、 顔 やから だ を 真っ黒に 塗って、 なまの 胡瓜 

を かじりながら、 「わたし や 葛 西の 源兵衛 堀、 かっぱの 

枠で ござります」 と、 唄って くる 一種の 乞食が あった。 

したが つ て 河童と いえば 生の 胡瓜 を 食う もの、 河童の 



のから 足が ついて、 ここでい よいよ 召し捕られる こと 

になり ましたが、 その 時には 髭 なぞ を 綺麗に 剃って、 

あたま は 毬栗に していた そうです。 島破りの 上に 人 殺 

し をし たんです から、 引き 廻し の 上で 獄門に なり まし 

た。 生魚 を 食う の は、 子供のと きから 浜辺で 育って、 

それから 十 年 あまり も 島に 暮らして いた 故です が、 だ 

ん だんに 詮議して みると、 なにも 好んで 生魚 を 食う と 

いう わけで もない。 人を嚇 かすた めに わざと 食って 見 

せて いたらし いんです。 それが ほんとうでしょう。 こ 

う 煎じつ めて みると 別に 変った 人間で もな いんです が、 

+6-P て 

ただ 不思議な の は 潮干狩の 日に 颶風の 来る の を 前以っ 
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